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和文要旨

本研究では、前報の主観年齢推定に関する実験から得られたデータに対して、新たな手法の適用を試みた。具体

的には、評定者ごとの主観年齢を算出するために、得られたデータに対して非線形回帰分析を適用し、各パラメー

タの推定を行った。それぞれの評定者について算出した主観年齢シフ ト値を、性別と年齢｝吾によって分類し、それ

らを独立変数として二要因分散分析を行ったところ、性別および年齢層それぞれについて有意な主効果がみられた。

その結果、男性は女性よりも、若年層は中年陀よりもそれぞれ自己を若年視する傾向にあることが明らかとなった。

前報では、主観年齢に見られる自己の若年視傾向の要因を特定することができなかったが、本研究の結果、自己と

他者の顔情報における非対称性の要因と、地位や自信などの社会心岬的な要因の 2つの要因であることが明らか
となった。

キーワード ：顔画像、主観年齢、実年齢、非線形回帰分析
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1. はじめに

人は対面的なコミュニケーションにおいて、顔

や声などのノンバーバル情報を手がかりとして、

性別や年齢など他者の多様な属性について推測を

行なっている。年齢はその中でも、社会的地位や

役割と関連して、人が社会生活をおくる上で重要

な情報を担っていると考えられる。特に、 他者が

初対面である場合などにおいては、相手の年齢を

正しく推定し、その関係性に相応しい態度や行動

を示すことは、重要な社会的スキルであると考え

られる。

しかしながら、われわれは、後に相手の年齢を

知った時に、「もっと年上だと思っていたのに •• J

などと必要以上にへりくだって しまい、年齢推定

を誤っていたことに気づくということをしばしば

経験する。著者らはこれまでに、これは相手の年

齢推定を誤ったのではなく、自己の年齢を実年齢

よりも若く知覚しているために引き起こされた現

象であると仮定することで、 これらの問題にアプ

ローチしてきた [l|-l31。具体的には、まず被験

者に実際の対面的なコミュニケーション状況と同

様に、提示された他者の顔画像について相対的な

年齢判断課題（年上か、年下か）を行ってもらい、

得られた評定値の分布データから、「主観年齢」

として定義される定量的な値の算出を行った。

しかしながらこれまでの方法では，主観年齢を

算出する際に，集団データに対して線形近似直線

をあてはめ，そのパラメータを推定したため，評

定者群ごとの推定精度を定義することができなか

ったそのため評定者群間の要因分析に関する議

論が行えないという欠点があった．そこで本研究

では，線形近似直線の代わりに，非線形単回帰分

析を導入し，集団データに対する近似ではなく ，

評定者ごとに主観年齢の算出を行ったこれによ
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頻両像を用いた自己の主観年齢の推定

り評定者のプロフィール（性別および年齢層）ご

との推定精度の定義が可能となったので、プロフ

ィールと主観年齢の関連性についてより詳細に検

討することを本研究の目的とする。

2. 先行研究

顔画像を用いた他者の年齢に推定課題において

見られる 「他者の年齢を全体的に裔めに推定する

傾向」（＝他者老年視）については、数多くの報

告がなされてきた。例えば、根ケ山 [4lの研究で

は 6~ 92歳までの 7つの年齢層全てにおいて、
また伊師ら [5]の研究では 10歳未満～ 70歳代

の4つの年齢層全てにおいて、他者の老年視傾

向が確認されている。しかしながらこれらの研究

においては、評定者の年齢層と推定精度の関連性

を指摘することにとどまっており、全体的にみら

れる他者老年視については、系統的な議論がなさ

れてこなかった。

これに対して、著者らは他者老年視の傾向が相

手の年齢推定の誤りによるものではなく、自己の

年齢を実年齢よりも若く知覚すること（自己若

年視）によって相対的に引き起こされた現象であ

ると仮定して、この問題にアプローチしてきた

[ 1 j-[3]。その結果、先行研究と同様に、全体的な

自己の若年視傾向（言いかえれば他者の老年視傾

向）が見出された。またプロフィール（性別およ

び年齢層）ごとでは、性別では女性よりも男性の

方が自己を若年視する傾向が見出され、年齢層別

では若年層が最も若年視する傾向が強く、加齢に

伴って実年齢へと近づくことなどが見出された。

これらの知見は、その他の質問紙法を用いた主観

年齢研究 l6]，［7]とは異なるものであったことか

ら、前報では主観年齢に関する新たな尺度を抽出

できた可能性について指摘した l3]。

しかしながら前報では、 「主観年齢」を算出す

る際に、集団データの分布に対して線形近似直線

のパラメータ推定を行ない、個人間の偏差を考慮

に入れた分析には至っていなかったために、要因

間の関連性について十分に検討することができな

かった。例えば、年齢層との関連で見出された、

加齢に伴って主観年齢が実年齢に近づいていく傾

向については、以下の要因が考えられる。

(1)年齢層に共通する生物的 ・形態的特徴。例

えば、 若年層では童顔から老け顔までの分

散が大きいことから、

困難であること

(2)評定者の推定経験や学習の結果

(3)対面的なコミュニケーション状況における

自己と他者の顔情報の非対称性。対面的な

コミュニケーション状況では、他者の顔情

報が常に現在のものであるのに対して、自

己のものは過去の記憶に依存したものであ

ること

(4)年齢と社会心理的変数の関連性。例えば、

年齢に伴う自信や社会的地位など

その分、年齢推定が

本研究では、評定者ごとに主観年齢を算出し、

個人偏差を考慮した分析を行うことで、自己の主

観年齢と上記要因の関連性について明らかにする

ことを目的としている。

3. 主観年齢推定実験の概要

実験手続きの詳細に関しては、これまで研究

[ 1 ]-[3]において親告を行ったので、本研究ではそ

の概要について述べるにとどめる。

3.1. 実験参加者

実験参加者は、 25歳から 54歳までの成人

156名（男性71名、女性85名）。

3.2．実験刺激

実験刺激として用いる顔画像は、 15歳から 70

歳までの成人で、性別については、ほぼ均等数用

意されている。これらの画像は、性別ごとに 15

歳から 70歳まで 5歳間隔で年齢層にクラス化さ

れており、各クラスには 5枚の顔画像が含まれ

ている。また、各画像は 300X 350ピクセルの

ディジタル形式であり、すべてカラー画像で保存

されている（図 l)。
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l＇』ー“ -一 、-図 1． 顔画像の例 (25-29歳クラス）
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3.3．実験の手続き

実験参加者には、自身の年齢クラスおよび前後

の年齢クラスについて顔画像が提示される。また

実験参加者の性別に関わらず、両性の顔画像が提

示される。例えば、 32歳の男性被験者の場合、

自身のクラスである 30-34歳の男性の顔画像を

5枚、その前後のクラスである 25-29歳、 35-39

歳の男性の顔画像を 5枚ずつ、さらに女性の頻

画像についても同様の手続きで選択される。した

がって、評定のために使用される顔画像の枚数は

実験参加者 l人当たり、 5枚 (Iクラスあたり）

X 3（年齢層） X 2（性別）で計 30枚となる。

選択された顔画像を PCのディスプレイ上にラ

ンダムな順序で提示し、提示された顔画像につい

て「絶対に年上 (2)」か、 「たぶん年上（1)」か、 「ど

ちらとも言えない (0)」か、「たぶん年下 (-1)」か、

「絶対に年下 (-2)」かの 5段階で評定をもとめた。

本研究では、上記のように「自分よりも年上か年

下か」といった相対的な年齢判断をもとめること

で、評定者自身の主観年齢を算出する。相対的な

年齢判断の場合、他者の年齢を直接推定する課題

とは異なって、その推定確信度は同年代周辺にお

いて最もばらつきが生じると予想される。このこ

とから本研究では、得られる情報量が最も多いと

考えられる同年代周辺の年齢推定を課題として選

択することとした。

4. 主観年齢の推定法

他者（顔画像）と自己（評定者）の実年齢差を

x軸とし、評定値をy軸とすると、右上がりの分

布がえられる。分布が右上がりであることは、実

年齢差の値が増加する（顔画像である他者の年齢

が年上となる）にしたがって、評定者が「顔画像

は年上である (2）」と評定する確信度も増加す

ることを意味する。本研究では、その確信度曲線

がえられた評定分布からロジスティック関数によ

って近似できると仮定し、評定者ごとの分布に対

して非線形単回帰分析を適用した（図 2)。

本研究で扱うロジスティック関数は無限大小で

それぞれ 2,-2に収束するので、以下の式を仮定

する。

準桜沈
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実年齢差（顔画像一評定者）

図2. 非線形単回帰分析の適用例

ここで、パラメータaは曲線の領きを、パラメー

夕bはx軸との交点を表す。

非線形単回帰分析によりパラメータ a,bの値を

推定し、パラメータbの値を評定者の「主観年齢」

と定義する。図2に示されているように、例えば、

ある評定者の回帰曲線のパラメータa,bの値が

それぞれ 0.90,-1.88と推定された場合、その評

定者の主観年齢シフ ト 値は— 1.88 歳となる 。 1 56

名の評定者全ての主観年齢シフ ト値を算出し、性

別（男性，女性）と年齢層 (25-34歳：若年層，

35-44歳 ：壮年層， 45-54歳 ：中年）蜀）によっ

て6群へと分類した。若年層の男性 20名分につ

いてえられた推定曲線を、例として図3に示す。

推定された回帰曲線の重決定係数の値が極端に

低いデータ (R2< 0.114)を除外し、最終的には

各群に 20名から 28名が含まれる ］39名分のデ

ータを分析対象とした。

主観年齢
シフト値 2.0 

［身 孟゚
91 
-
o
 

y = 4 -2 
l +exp(-a(x-b)) 

式 l
実年齢差（顔画像一評定者）

図3. 20名分の推定曲線 （男性 ・若年層）
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顔両像を用いた自己の主観年齢の推定

5. 結果

評定者ごとに推定された主観年齢シフ ト値bに

ついて、性別と年齢層を条件とする 2X 3の二

要因分散分析を行った。その結果、性別、年齢層

のそれぞれにおいて有意な主効果のみがみられ

(l順に F(l,133) = 4.08, p <.05; F(2, 133) = 4.70, 

p <.05)、交互作用はみられなかった (F(2,133) 

= 0.38, n.s.）。また年齢層では、 Tukey法による

下位検定の結果、若年層と中年層の間に 5％水準

で有意な差がみられた。また、若年層と壮年層と

の間には有意傾向が確認された（表 lおよび図

4)。

まず全ての条件において、主観年齢は負の値と

なったことから、前報と同様に、成人の全体的な

自己若年視の傾向について改めて確認された。ま

たプロフィールとの関連においては、まず性別に

表 1. 主観年齢シフ ト値bについての記述統計量

（上から順に平均値、標準偏差、被験者数）

若年層 壮年層 中年層
合計

(25-34歳）（35-44歳）（45-54歳）

-3 09 -1.64 -I 89 -2.21 

男性 (2 42) (2 53) (2.79) (2 58) 

n=20 n=20 11=23 n=63 

-2.36 -1.07 -0.42 -1.28 

女性 (2.20) (3.13) (2.88) (2.74) 

n=26 n=22 n=28 n=76 

-2.73 -1.36 -1.16 -1.75 
合計 (2 31) (2.83) (2 84) (2 66) 

n=46 n=42 n=SI n=139 
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図
若年層 壮年層 中年層

は5-34歳）（35-44歳） （45-54歳9

~ p <.05. + p <.10 

図4.性別および年齢層別の主観年齢

おいて、これも前報で指摘したとおり、女性より

も男性の方が自己若年視の傾向が強いことが改め

て明らかとなった。次に年齢層において、前報で

は若年層から中年屑へと加齢に伴って段階的に自

己若年視の傾向が減少することを論じた。今回か

らの分析結果から、壮年層と中年層の間に明確な

主観年齢の差が見られなかったものの、若年層と

壮年層、若年層と中年層の間にはそれぞれ差が見

られたことから、加齢に伴って自己若年視の度合

いが減少する傾向にあることが明らかとなった。

6. 考察

6.1. 全体的な若年視傾向の要因について

まず成人全体の若年視傾向の要因について考察

すると、結果にも示されているように（表 lお

よび図 4)、プロフィールに関わらず、主観年齢

シフ ト値が負であること、また標準偏差にはプロ

フィールに関わらず一定であることが明らかとな

った。以上の点より、 主観年齢の推定精度（相対

的には他者の年齢の推定精度）は性別や年齢層に

よって変化しないと考えられ、このことから、成

人全体にみられる 自己の若年視傾向は、 2節で指

摘したような、（1)生物的・形態的特徴の要因や、

(2)評定者の年齢推定経験および学習の要因に

よるものではないと結論づけることができる。

この成人における全体的な若年視傾向は、特に

プロフィールによらず推定精度が一定であること

に注目すると、前報でも指摘した通り、（3)対

面的なコミュニケーション状況における 自己と他

者の顔情報の非対称性、がひとつの要因として挙

げられる。通常の対面的なコミュニケーション状

況下では、他者の頻はリアルタイムで観察可能で

あるのに対して、自己の顔については通常不可能

であることから、記憶情報などに頼らざるを得な

い。換言すれば、他者の年齢推定プロセスがコミ

ュニケーション時点における観察情報のみから構

成されているのに対して、自己の年齢推定プロセ

スでは過去のさまざまな履歴情報を含めた構成と

なっていると考えられる。構成された 「自己イメ

ージ」が過去方向へと引きずられているにも関わ

らず自己の年齢が知覚可能である場合、そのギャ

ップは相対的に他者の老年視として投射されると

推測できる。この顔情報に関する非対称性はコミ

ュニケーションの状況的制約に基づいていること

から、性別 ・年齢層の違いに関わらず自己の若年
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視傾向に対して一定の影響力をもつものと考えら

れる。

6.2. 性別および年齢層と若年視傾向

性別および年齢層と若年視傾向との間には以下

のような関連性があることが明らかとなった。

(a)女性に比較して男性の方が主観年齢値は低く 、

また女性の方が実年齢に近い

(b)若年層において最も主観年齢値が低く、加

齢に伴い実年齢に近くなる

まず、若年視傾向と（a)の性差との関連性につ

いてのみ考察するならば、女性は男性に比較して

自己の年齢についてより正しく把握していること

が分かる。この点については、女性は男性よりも、

美への意識が高く自己の年齢について敏感である

といった理由や、単に化粧など鏡を通じて自己を

観察する機会が多いなどの理由が挙げられる。

しかしながら、女性よりも男性の方が、中年よ

りも若年の方が自己若年視の傾向が強いという、

(a)(b)両方の結果を総合すると、2節の (4)で

触れたように、年齢差に由来する社会心理的要囚、

例えば、社会生活の中で必要とされる謙遜的態度

や社会的地位、またはそれに伴う自信などの影響

が、より一般的な要因として挙げられる。これら

社会心理的な要因と、先に挙げた自己と他者の顔

情報における非対称性の要因がどのような関連性

にあり、またどのような方法でこれらの要因につ

いて分離 ・抽出するのかについては、今後の課題

として挙げられる。

7. おわりに

本研究では、前報の主観年齢推定に関する実験

から得られたデータに対して、新たな手法の適用

を試みた。具体的には、評定者ごとの主観年齢を

算出するために、得られたデータに対して非線形

回帰分析を適用し、各パラメータの推定を行った。

次に、評定者ごとに算出された主観年齢シフ ト値

に対して分散分析を適用し、主観年齢とプロフィ

ール（性別および年齢層）との関連性について明

らかにした。その結果、 (1)主観年齢にば性差

および年齢恩による差が存在すること、にも関わ

らず、（2)その推定精度ば性別 ・年齢層によら
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ず一定であることが明らかとなった。前報では、

主観年齢に見られる自己の若年視傾向の要因を特

定することができなかったが、本研究の結果から、

自己と他者の顔情報における非対称性の要因と、

年齢差に由来する地位や自信などの社会心理的要

因である可能性が示唆された。

今後の課題としては、上記に挙げた 2つの要

因の分離を行い、それぞれの要因が若年視傾向に

与える影響について明らかにしなければならな

い。この点については、現在、他者の顔画像と同

時に自己の顔画像を提示する条件下での実験によ

って検討を進めている。また、 他の年齢層につい

ても自己若年視の傾向が確認されるか、自己若年

視と他者老年視の各要因を切り分ける方法論の確

立など、残された課題を検討しつつ、客観年齢（他

者からの評定年齢）や女性における化粧の効果な

どについても、検討していきたいと考えている。
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